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一
、
は
じ
め
に

二
〇
〇
四
年
九
月
八
日
付
の
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
カ
ネ
と
幸
せ
の
意
外
な
関
係
」
と
い
う
記
事
に
は
、

幸
福
感
に
関
す
る
「
世
界
価
値
観
調
査
」
の
結
果
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
記
事
で
は
、
世
界
で
最
も
幸
せ
な
国
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
で
あ
り
、
以
下
、
メ
キ
シ
コ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
と
続
き
、
ア
メ
リ
カ
は
一
六
位
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
結

果
よ
り
、
国
家
の
経
済
力
が
国
民
の
幸
福
感
の
指
標
と
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
末
に

発
行
さ
れ
た
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
で
も
、
同
種
の
社
会
調
査
の
結
果
か
ら
、
国
家
の
経
済
の
発
展
と
生
活
水
準
の
向
上
が
国
民
の

幸
福
感
に
あ
ま
り
寄
与
し
て
い
な
い
、
と
い
う
内
容
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（“H

a
p
p
in
ess

a
n
d h

o
w
 
to m

ea
su
re

 
it

）”

二
〇
〇
六
年
一
二
月
二
三
日
付
）。

世
界
価
値
観
調
査
」
は
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
ロ
ナ
ル
ド
・
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
（R

o
n
a
ld
 
In
g
leh
a
rt

）
と
同
大
学
の
社
会
調

査
研
究
所
が
中
心
と
な
っ
て
、
世
界
七
〇
カ
国
以
上
を
対
象
に
行
っ
た
同
一
調
査
票
を
用
い
た
意
識
調
査
で
あ
る
。
幸
福
感
だ

け
で
な
く
、
政
治
・
経
済
・
宗
教
な
ど
幅
広
い
質
問
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
幸
福
感
に
関
し
て
は
、「
現
在
幸
せ
だ
と
思

う
か

」
と
い
う
質
問
に
、「
非
常
に
幸
せ
」・「
や
や
幸
せ
」・「
あ
ま
り
幸
せ
で
は
な
い
」・「
全
く
幸
せ
で
は
な
い
」
の
四
件

法
で
回
答
す
る
。
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
誌
で
は
、「
非
常
に
幸
せ
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
で
順
位
付
け
を
し
て
お
り
、
因
み

に
日
本
は
七
四
カ
国
中
三
三
位
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
誌
の
記
事
で
は
、
天
災
や
政
治
不
安
な
ど
の
逆
境
が
人
間
関
係
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
と
い
う
デ

ュ
ル
ケ
ム
の
説
に
触
れ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
や
中
米
国
が
上
位
に
位
置
し
た
理
由
を
類
推
し
て
い
る
。
幸
福
感
の
研
究
は
非
常
に

古
く
か
ら
あ
る
が
、
心
理
学
の
領
域
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
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ら
の
研
究
、
特
に
人
間
関
係
の
影
響
に
つ
い
て
調
べ
た
も
の
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
道
徳
と
幸
福
感
に
関
す
る
今
後
の
研
究

の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
心
理
学
に
お
け
る
幸
福
感
の
概
念
（H

ed
o
n
ism

とE
u
d
a
im
o
n
ism

）

心
理
学
で
幸
福
感
が
測
定
さ
れ
る
以
前
は
、
幸
福
感
は
右
記
の
よ
う
な
社
会
調
査
の
中
で
測
定
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る

（R
y
ff,

1989

）。
現
在
で
は
、
提
唱
さ
れ
て
い
る
幸
福
感
の
概
念
の
う
ち
二
つ
が
主
流
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れH

ed
o
n
ism

（
快

楽
主
義
）
とE

u
d
a
im
o
n
ism

（
幸
福
論
主
義
）
と
呼
ば
れ
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

H
ed
o
n
ism

は
、
喜
び
な
ど
の
肯
定
的
感
情
（p

o
sitiv

e a
ffect

）
を
よ
り
多
く
得
て
、
苦
痛
な
ど
の
否
定
的
感
情
（n

eg
a
-

tiv
e a

ffect

）
が
抑
え
ら
れ
た
状
態
を
幸
福
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ダ
イ
ナ
ー
（E

d D
in
er

）
や
カ
ー
ネ
マ
ン
（D

a
n
iel K

a
-

h
n
em
a
n

）
が
代
表
的
な
研
究
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
通
例
、
肯
定
的
感
情
と
否
定
的
感
情
、
及
び
生
活
満
足
感
（life

 
sa
tisfa

ctio
n

）
が
測
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
得
点
を
ま
と
め
て
主
観
的
幸
福
感
（su

b
jectiv

e w
ell

b
ein
g

）
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
一
時
的
な
快
・
不
快
感
情
を
幸
福
感
と
す
る
立
場
を
疑
問
視
し
た
リ
フ
（C

a
ro
l R

y
ff

）
は
、
マ
ズ
ロ
ー
、
オ

ー
ル
ポ
ー
ト
、
ロ
ジ
ャ
ー
ス
、
ユ
ン
グ
ら
の
理
論
に
基
づ
き
、
幸
福
と
は
個
人
が
生
き
る
意
味
を
充
足
し
、
自
己
が
十
分
に
機

能
し
て
い
る
状
態
（fu

ll
fu
n
ctio

n
in
g

）
だ
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
な
人
間
的
な
成
長
と
い
う
視
点
を
重
視
し
た
立
場
は

E
u
d
a
im
o
n
ism

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
リ
フ
は
幸
福
感
の
下
位
要
因
と
し
て
以
下
の
六
つ
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の

を
心
理
的
幸

１
）

福
感
（p

sy
ch
o
lo
g
ica
l w

ell
b
ein
g

）
と
呼
ん
だ
（R

y
ff,

1989

、
東
、
二
〇
〇
五
）。
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①

人
間
的
成
長
（p

erso
n
a
l g
ro
w
th

）

②

人
生
に
お
け
る
目
的
（p

u
rp
o
se in life

）

③

自
律
性
（a

u
to
n
o
m
y

）

④

環
境
制
御
力
（en

v
iro
n
m
en
ta
l co

n
tro
l

）

⑤

自
己
受
容
（self a

ccep
ta
n
ce

）

⑥

積
極
的
な
他
者
関
係
（p

o
sitiv

e rela
tio
n
sh
ip w

ith o
th
ers

）

こ
の
リ
フ
の
提
唱
す
る
心
理
的
幸
福
感
に
対
し
て
、
ダ
イ
ナ
ー
は
「
心
理
的
幸
福
感
は
理
論
家
の
た
め
の
概
念
で
あ
り
、
一

般
人
の
幸
福
感
が
う
ま
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
趣
旨
の
反
論
を
し
て
い
る
が
（R

y
a
n
&
D
eci,

2001

）、
そ
の
後

の
数
多
く
の
研
究
よ
り
、
主
観
的
幸
福
感
と
心
理
的
幸
福
感
の
間
に
は
強
い
相
関
が
あ
り
、
か
な
り
重
複
し
た
部
分
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
（R

y
ff,

1989

、R
y
a
n
&
D
eci,

2001

、
東
、
二
〇
〇
五
、
な
ど
）。
ま
た
心
理
的
幸
福
感
の
一
部
の
下
位

因
子
間
の
相
関
が
高
く
（
例
え
ば
、
自
己
受
容
と
人
生
に
お
け
る
目
的
、
自
己
受
容
と
環
境
制
御
力
）、
リ
フ
自
身
も
そ
れ
ら

の
因
子
間
の
共
通
性
を
認
め
て
い
る
。

ま
た
、
主
観
的
幸
福
感
、
心
理
的
幸
福
感
の
尺
度
の
他
に
も
、O

x
fo
rd
 
H
a
p
p
in
ess In

d
ex

や
Ｐ
Ｇ
Ｃ
モ
ラ
ー
ル
ス
ケ
ー

ル
、
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
尺
度
（
植
田
・
吉
森
・
有
倉
、
一
九
九
二
）
な
ど
を
用
い
た
研
究
が
あ
る
。
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三
、
経
済
力
と
幸
福
感

幸
福
感
と
人
間
関
係
に
関
す
る
研
究
の
前
に
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
経
済
力
と
幸
福
感
と
の
関
係
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お

く
こ
と
に
し
た
い
。
経
済
力
と
幸
福
感
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
主
観
的
幸
福
感
の
研
究
で
も
、
心
理
的
幸
福
感
の
研
究
で
も

同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
両
者
の
間
に
大
き
な
相
関
関
係
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
ダ
イ
ナ
ー
の
研
究
で
は
、

個
人
の
収
入
と
主
観
的
幸
福
感
と
の
相
関
は
極
め
て
低
い
こ
と
（r ＝

0. 12

）
が
報
告
さ
れ
て
い
る
し
、
発
展
途
上
国
と
先
進

国
と
の
間
に
多
少
の
差
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
先
進
国
内
で
は
経
済
力
が
高
ま
っ
て
も
主
観
的
幸
福
感
に
は
影
響
が
な
い
こ
と

や
、
逆
に
富
や
金
銭
へ
の
欲
求
が
強
す
ぎ
る
と
不
幸
を
感
じ
や
す
い
こ
と
な
ど
の
結
果
も
得
ら
れ
た
。
心
理
的
幸
福
感
側
の
研

究
で
も
、
貧
困
層
の
レ
ベ
ル
を
超
え
れ
ば
、
そ
れ
以
降
の
所
得
の
増
加
は
ほ
と
ん
ど
幸
福
感
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
（R

y
a
n
&
D
eci,

2001
）。

四
、
人
間
関
係
と
幸
福
感

幸
福
感
に
対
す
る
経
済
力
の
影
響
力
が
低
い
と
考
え
ら
れ
る
一
方
で
、
人
間
関
係
が
幸
福
感
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
そ
れ
以
外

の
要
因
（
例
え
ば
、
性
差
、
文
化
差
、
健
康
な
ど
）
と
比
較
し
て
も
非
常
に
大
き
い
（R

y
a
n
&
D
eci,

2001

、
森
田
、
二
〇

〇
三
）。
ま
た
、
リ
フ
の
提
唱
し
た
心
理
的
幸
福
感
の
六
つ
の
下
位
要
因
の
う
ち
、「
自
律
性
」
や
「
環
境
制
御
力
」
は
加
齢
に

伴
い
得
点
が
高
く
な
り
、
逆
に
「
人
間
的
成
長
」
や
「
人
生
に
お
け
る
目
的
」
は
得
点
が
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
中
、「
積
極

的
な
他
者
関
係
」
は
年
齢
差
に
関
係
な
く
一
定
の
影
響
を
与
え
て
い
る
、
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
（R

y
ff,

1989

）。

幸福感と人間関係



以
下
に
日
本
国
内
の
研
究
を
中
心
に
、
世
代
ご
と
に
い
く
つ
か
の
幸
福
感
と
人
間
関
係
の
研
究
及
び
調
査
を
紹
介
し
よ
う
。

①
小
・
中
学
生

福
永
と
柴
原
（
二
〇
〇
二
）
は
福
井
県
敦
賀
市
内
の
全
小
・
中
学
生
（
六
五
六
三
名
）
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
、「
毎
日

の
生
活
は
楽
し
い
で
す
か

」
と
い
う
質
問
に
「
大
変
楽
し
い
」
と
回
答
し
た
生
徒
（
二
三
四
五
名
）
と
「
楽
し
く
な
い
」
と

回
答
し
た
生
徒
（
二
二
二
名
）
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、「
大
変
楽
し
い
」、「
楽
し
く
な
い
」
の
両
グ
ル
ー
プ
間
に
は
、
家

族
や
友
だ
ち
と
の
関
係
に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、「
土
曜
日
に
家
に
親
が
い
な
い
」
と
い
う
質
問
に
、「
大
変
楽
し

い
」
グ
ル
ー
プ
で
は
「
い
つ
も
い
な
い
」
と
い
う
回
答
が
三
％
未
満
、「
あ
ま
り
い
な
い
」
が
七
％
程
度
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、

「
楽
し
く
な
い
」
グ
ル
ー
プ
で
は
「
い
つ
も
い
な
い
」
が
一
〇
％
、「
あ
ま
り
い
な
い
」
が
二
〇
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
も
、

「
家
族
と
一
緒
に
外
出
す
る
・
遊
ぶ
」、「
家
族
と
会
話
す
る
」、「
一
緒
に
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
」
な
ど
の
質
問
に
、
両
グ
ル
ー

プ
間
に
は
二
｜
三
倍
も
の
開
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。
友
だ
ち
に
関
す
る
質
問
で
も
、「
大
変
楽
し
い
」
グ
ル
ー
プ
で
は
「
遊
ぶ

友
だ
ち
が
い
な
い
」
と
回
答
し
た
生
徒
が
一
・
四
％
だ
っ
た
が
、「
楽
し
く
な
い
」
グ
ル
ー
プ
で
は
一
五
・
五
％
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
調
査
で
は
、
デ
ー
タ
が
小
・
中
学
生
一
括
さ
れ
て
お
り
、
小
学
生
と
中
学
生
、
あ
る
い
は
小
学
生
の
低
学
年
と
高
学

年
と
い
っ
た
よ
う
な
年
代
ご
と
の
分
析
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
家
族
と
友
だ
ち
が
「
楽
し
さ
」
に
与
え
る
影
響
の
比
重
と
そ

の
変
化
は
わ
か
ら
な
い
が
、
就
学
期
に
お
け
る
両
者
の
存
在
の
大
き
さ
が
伺
え
る
。

②
大
学
生

斉
藤
と
海
塚
（
二
〇
〇
一
）
は
大
学
生
一
〇
五
名
を
対
象
に
、「
日
常
生
活
に
お
い
て
幸
せ
に
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
」

を
尋
ね
、
自
由
記
述
で
回
答
さ
せ
、
結
果
を
六
〇
項
目
に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、「
友
人
と
の
交
流
（
五
八
・
一
〇
％
）」
が
最
も

多
く
、「
食
事
」、「
睡
眠
」
と
続
い
た
後
で
、「
家
族
み
ん
な
と
会
話
す
る
（
三
九
・
〇
五
％
）」
の
回
答
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
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に
、「
金
銭
」
と
「
趣
味
」
が
同
率
（
二
八
・
五
七
％
）
で
七
位
、「
買
い
物
（
二
六
・
六
七
％
）」
が
九
位
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
の
調
査
の
サ
ン
プ
ル
は
一
〇
〇
名
強
と
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
小
・
中
学
生
に
続
き
、
大
学
生
で
も
、
家
族
や
友
だ
ち
と
の

交
流
が
自
分
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
と
意
識
し
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
石
井
（
二
〇
〇
五
）
の
研
究
（
一
八
〜
三
六
歳
、
一
四
六
名
）
で
は
、
主
観
的
幸
福
感
、
孤
独
感
、
自
己
肯
定
感
、

生
活
充
実
感
を
そ
れ
ぞ
れ
測
定
し
、
主
観
的
幸
福
感
に
そ
れ
以
外
の
も
の
が
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
調
べ
て
い

る
。
こ
の
結
果
、
自
己
肯
定
感
や
生
活
充
実
感
も
有
意
に
強
い
正
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
最
も
影
響

力
の
強
か
っ
た
の
は
孤
独
感
で
あ
り
、
孤
独
で
あ
る
ほ
ど
主
観
的
幸
福
感
が
低
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

③
老
年
期

高
齢
化
社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
、
老
年
期
に
お
け
る
幸
福
感
も
大
き
な
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
人
間
関

係
の
重
要
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
平
均
年
齢
七
一
歳
で
あ
る
一
七
四
名
の
男
女
を
対
象
に
他
者
と
の
接
触
頻
度
と
主
観
的
幸

福
感
と
の
関
連
を
調
査
し
た
山
崎
（
二
〇
〇
五
）
は
、
他
者
と
の
交
流
が
少
な
い
人
よ
り
も
、
近
隣
や
友
人
と
積
極
的
に
交
流

し
て
い
る
人
の
方
が
幸
福
感
が
高
い
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
村
に
住
む
一
六
三
九
名
に
対
し
て
行
わ
れ
た
同
種
の

研
究
（
瀧
澤
ら
、
二
〇
〇
三
）
で
も
、
隣
近
所
と
の
交
流
が
盛
ん
な
人
の
ほ
う
が
、
そ
う
で
な
い
人
よ
り
も
幸
福
感
が
高
か
っ

た
。
ま
た
同
調
査
で
は
、
女
性
だ
け
で
あ
っ
た
が
子
ど
も
の
家
族
と
同
居
し
て
い
る
と
幸
福
感
が
高
い
と
い
う
結
果
も
得
ら
れ

た
。以

上
紹
介
し
て
き
た
研
究
お
よ
び
調
査
で
は
、
主
に
他
者
と
の
交
流
の
頻
度
と
幸
福
感
の
関
連
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、

児
童
期
よ
り
老
年
期
に
か
け
て
、
家
族
、
友
人
、
近
隣
の
人
々
等
と
の
人
間
関
係
は
個
人
の
幸
福
感
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

幸福感と人間関係



五
、
ど
の
よ
う
な
人
間
関
係
が
幸
福
感
を
高
め
る
の
か

前
項
で
は
、
主
に
他
者
と
の
交
流
の
頻
度
の
多
少
と
幸
福
感
の
関
連
を
見
て
き
た
が
、
交
流
の
頻
度
が
多
け
れ
ば
そ
れ
だ
け

で
良
い
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
交
流
の
内
容
の
ほ
う
が
さ
ら
に
幸
福
感
に
影
響
を
与
え
る
と
の
指
摘
も
あ
る
（R

y
a
n

&

D
eci,

2001

）。
例
え
ば
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
生
徒
と
そ
う
で
な
い
生
徒
で
は
、
友
だ
ち
の
人
数
や
接
触
頻
度

に
違
い
が
見
ら
れ
て
い
る
が
、
深
谷
（
二
〇
〇
〇
）
が
行
っ
た
「
友
だ
ち
づ
き
あ
い
」
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
学
生
が
友
だ
ち

に
求
め
る
条
件
は
「
ジ
ョ
ー
ク
の
う
ま
さ
」
や
「
ノ
リ
の
よ
さ
」
で
あ
り
、「
ま
じ
め
さ
」
や
「
何
で
も
が
ん
ば
る
姿
勢
」
は

あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
一
五
〜
二
〇
％
の
生
徒
が
「
悩
み
や
不
安
を
聞
い
て
く
れ
る
」、「
自
分
の
こ

と
を
大
事
に
思
っ
て
く
れ
る
」
と
い
っ
た
本
当
の
意
味
で
の
友
だ
ち
が
「
い
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。「
軽
い
ノ
リ
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
友
だ
ち
を
作
り
、
そ
う
し
た
友
だ
ち
関
係
の
中
で
幸
福
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
徒
が
少
な
く
な
い
こ
と

が
伺
え
る
。
そ
こ
で
、
次
に
人
間
関
係
の
内
容
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
仕
事
と
社
会
活
動

西
田
（
二
〇
〇
〇
）
は
、
成
人
女
性
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
心
理
的
幸
福
感
と
の
関
連
を
調
べ
て
い
る
（
二
五
〜
六

五
歳
、
四
三
五
名
）
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
子
ど
も
会
、
町
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
社
会
活
動
に
参

加
、
あ
る
い
は
参
加
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
よ
り
も
、
心
理
的
幸
福
感
の
六
つ
の
下
位
要
因
す
べ
て

に
お
い
て
得
点
が
非
常
に
高
か
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
活
動
へ
の
意
欲
と
同
時
に
、
西
田
は
被
験
者
を
有

職
者
と
無
職
者
に
分
け
て
分
析
し
て
い
る
が
、
仕
事
を
し
て
い
る
女
性
と
無
職
の
人
と
の
間
に
は
、「
人
生
に
お
け
る
目
的
」
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と
「
環
境
制
御
力
」
の
二
要
因
の
み
に
お
い
て
差
が
み
ら
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。
両
者
が
も
た
ら
す
違
い
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か

に
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
社
会
活
動
に
比
べ
て
、
仕
事
は
時
間
や
上
下
関
係
な
ど
の
制
約
も
多
く
、
ま
た
全
て
の
有
職
者

が
自
発
的
に
働
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
互
恵
的
な
人
間
関
係

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
の
研
究
で
は
、
相
手
か
ら
一
方
的
に
援
助
を
受
け
た
り
、
お
世
話
に
な
る
と
い
っ
た
人
間
関
係
は

受
け
手
の
負
債
感
を
増
し
、
幸
福
感
を
下
げ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
持
ち
つ
持
た
れ
つ
と
い

っ
た
互
恵
的
な
関
係
が
望
ま
し
い
が
、
こ
の
互
恵
性
は
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
と
受
け
手
と
の
二
者
関
係
に
限
定
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
福
岡
と
橋
本
（
二
〇
〇
四
）
は
、
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
の
授
受
と
主
観
的
幸
福
感
と
の
関
係
を

調
べ
て
い
る
が
（
六
七
〜
八
五
歳
、
九
二
名
）、
若
か
っ
た
こ
ろ
に
高
齢
者
や
そ
の
他
の
人
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
人
は
、

年
を
取
っ
て
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
立
場
に
な
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
人
間
関
係
に
満
足
感
を
も
ち
、
主
観
的
幸
福
感
が
高
ま
っ

て
お
り
、
長
期
的
・
広
域
的
な
範
囲
で
互
恵
性
を
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

③
乳
幼
児
期
の
人
間
関
係

乳
幼
児
期
に
お
い
て
、
母
親
に
代
表
さ
れ
る
重
要
な
他
者
と
の
人
間
関
係
が
、
そ
の
後
の
人
間
関
係
全
般
に
影
響
を
与
え

て
、
個
人
の
幸
福
感
を
左
右
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
研
究
も
あ
る
。
森
田
（
二
〇
〇
三
）
は
、
乳
幼
児
期
の
重
要
な
他
者
と
の

関
係
に
よ
っ
て
内
在
化
さ
れ
る
他
者
へ
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
「
対
象
表
象
」
の
良
し
悪
し
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
の
授

受
、
及
び
主
観
的
幸
福
感
と
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
（
平
均
二
〇
・
九
歳
、
一
九
二
名
）。
こ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

良
い
対
象
表
象
を
持
っ
た
人
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
の
有
無
に
拘
ら
ず
高
い
主
観
的
幸
福
感
を
示
し
た
が
、
良
い
対
象

表
象
が
確
立
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
場
合
は
幸
福
感
が
高
か
っ
た
も
の
の
、
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
な
か
っ

幸福感と人間関係



た
場
合
に
幸
福
感
が
著
し
く
低
下
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。R

y
a
n

とD
eci

（2001

）
も
、
乳
幼
児
期
の
健
全
な
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
形
成
そ
の
も
の
を
幸
福
感
の
指
標
と
す
る
理
論
が
存
在
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
森
田
の
研
究
で
は
、
主
観
的
幸
福
感
と
し
て
、
肯
定
的
感
情
、
否
定
的
感
情
、
生
活
満
足
感
の
三
つ
が
測
定

さ
れ
た
が
、
肯
定
的
感
情
と
生
活
満
足
感
だ
け
で
な
く
、
否
定
的
感
情
と
肯
定
的
感
情
、
あ
る
い
は
、
否
定
的
感
情
と
生
活
満

足
感
と
の
間
に
も
正
の
相
関
関
係
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
に
つ
い
て
、
森
田
は
、
情
緒
不
安
定
や
抑
う
つ
傾
向
の
よ

う
に
病
的
な
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
日
常
的
に
経
験
さ
れ
る
否
定
的
な
感
情
は
、
良
好
な
人
間
関
係
を
保
つ
、
す
な
わ
ち
相
手
の

良
い
と
こ
ろ
と
悪
い
と
こ
ろ
を
両
方
受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
察
し

て
い
る
。

④
他
者
の
幸
福
感

幸
福
な
他
者
の
存
在
は
、
個
人
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
西
隅
（
二
〇
〇
二
）
は
父
親
、
母

親
、
友
人
、
嫌
い
な
人
の
幸
福
感
と
被
験
者
の
主
観
的
幸
福
感
と
の
関
係
を
調
べ
て
お
り
（
大
学
生
、
五
八
七
名
）、
母
親
と

友
だ
ち
の
幸
福
感
が
被
験
者
の
幸
福
感
に
正
の
影
響
を
、
嫌
い
な
人
の
幸
福
感
は
負
の
影
響
を
与
え
る
と
報
告
し
て
い
る
。
ま

た
一
方
で
、
母
親
と
自
分
自
身
の
幸
福
感
が
父
親
の
幸
福
感
を
高
め
る
と
被
験
者
は
考
え
て
い
る
、
と
い
う
結
果
も
得
ら
れ

た
。

⑤
自
分
ら
し
く
あ
る
感
覚
（
本
来
感
）

伊
藤
と
小
玉
（
二
〇
〇
五
）
は
、
自
尊
感
情
を
、
外
的
な
基
準
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
優
越
感
と
、
自
分
が
自
分
ら
し
く
い
ら

れ
る
こ
と
か
ら
自
然
に
得
ら
れ
る
「
本
来
感
」
と
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
主
観
的
幸
福
感
や
心
理
的
幸
福
感
に
与
え
る
影
響
を

調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
優
越
感
と
本
来
感
の
両
方
が
、
主
観
的
・
心
理
的
幸
福
感
の
双
方
に
正
の
相
関
関
係
を
示
し
た
が
、
下
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位
要
因
の
レ
ベ
ル
で
は
両
者
に
違
い
が
見
ら
れ
、「
人
格
的
成
長
」
や
「
積
極
的
な
他
者
関
係
」
に
は
本
来
感
だ
け
が
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
育
児
、
自
己
概
念
形
成
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
幸
福
感
に
関
す
る
研
究
は
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
交
流
を
す
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
交
流
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
人
間
関
係
の
内
容
や
ス
タ
イ
ル
に

関
す
る
研
究
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
の
更
な
る
展
開
が
期
待
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
幸
福
感
に
関
す
る
研
究
を
概
観
す
る
限
り
で
は
、
個
人
の
お
か
れ
て
い
る
環
境
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
そ
の
個
人
自
身
の
考
え
方
や
人
間
性
の
方
が
幸
福
感
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
幸
福
感
を

高
め
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
と
人
間
関
係
を
築
く
の
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
他
者
と
関
わ
る
こ
と
へ
の
積
極

性
（
社
会
活
動
へ
の
関
心
）、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
関
係
を
構
築
・
維
持
す
る
能
力
（
互
恵
的

な
人
間
関
係
）、
一
般
的
な
他
者
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
自
己
概
念
（
対
象
表
象
、
本
来
感
）、
な
ど
と
い
っ
た
自
分
自
身
の
特

性
や
能
力
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

六
、
道
徳
と
幸
福
感
の
因
果
関
係
の
研
究
に
向
け
て

以
上
に
見
る
よ
う
に
、
個
人
の
幸
福
感
に
は
、
そ
の
人
の
人
間
関
係
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
良
好
な
人
間
関
係

を
築
く
た
め
に
は
、
他
者
や
環
境
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
人
自
身
の
人
間
性
が
重
要
な
要
因
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
が
、
最
後

に
今
後
の
研
究
の
方
向
性
の
一
つ
と
し
て
、
道
徳
性
と
幸
福
感
に
関
す
る
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
。
道
徳
性
と
幸
福
感
の
関
係
を
直
接
扱
っ
た
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
道
徳

幸福感と人間関係



性
と
幸
福
感
の
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
お
い
て
、
両
者
の
関
係
性
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
い
く
つ
か
挙
げ
な
が

ら
、
今
後
の
研
究
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
に
し
よ
う
。

①
幸
福
感
と
性
格
特
性

こ
れ
ま
で
幸
福
感
と
性
格
特
性
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
五
つ
の
下
位
尺
度
を
持

つB
ig
 
F
iv
e

尺
度
を
用
い
た
研
究
で
は
、
全
般
的
に
「
外
向
性
」（
話
し
好
き
、
陽
気
な
、
社
交
的
、
な
ど
の
項
目
か
ら
な

る
）
と
正
の
相
関
が
、
ま
た
「
神
経
症
傾
向
」（
不
安
に
な
り
や
す
い
、
心
配
性
、
悲
観
的
な
、
な
ど
）
と
負
の
相
関
が
、
幸

福
感
と
の
間
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。「
外
向
性
」・「
神
経
症
傾
向
」
と
比
べ
る
と
数
は
少
な
い
が
、
一
部
の
研
究
（
例
え
ば
、

D
ien
er a

n
d L

u
ca
s, 1999

）
で
は
、「
調
和
性
」（
温
和
な
、
寛
大
な
、
親
切
な
、
な
ど
）
や
「
誠
実
性
」（
し
っ
か
り
し
た
、

勤
勉
な
、
几
帳
面
な
、
な
ど
）
等
の
下
位
尺
度
と
幸
福
感
の
間
に
正
の
相
関
が
見
ら
れ
て
い
る
。

調
和
性
」
や
「
誠
実
性
」
は
道
徳
性
の
あ
る
側
面
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
性
格
特
性
と
幸
福
感
に
は
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
、
そ
れ
ほ
ど
強
い
相
関
は
見
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
調
和
性
」
や
「
誠
実
性
」
が
人
間
関
係
の
構
築
に
与
え
る
影
響
や
、

人
間
関
係
に
良
い
影
響
を
与
え
る
た
め
の
他
の
要
因
と
の
関
係
な
ど
が
、
今
後
の
研
究
に
期
待
さ
れ
る
。

②
道
徳
推
論
と
人
間
関
係
（
ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
テ
イ
タ
ス
に
関
す
る
研
究
）

ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
テ
イ
タ
ス
は
、
集
団
に
お
け
る
成
員
間
の
選
択
・
排
斥
関
係
、
あ
る
い
は
集
団
の
結
合
の
様
相
を

明
ら
か
に
す
る
測
定
法
（
ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
・
テ
ス
ト
）
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
各
成
員
の
集
団
内
の
地
位
の
こ
と

で
あ
る
（
教
育
心
理
学
小
事
典
よ
り
）。
ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
・
テ
ス
ト
は
、
学
級
集
団
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
集
団
内
の
地
位
と
、
そ
の
児
童
の
道
徳
推
論
の
レ
ベ
ル
に
は
有
意
な
関
係
が
見
ら
れ
て
い

る
。
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例
え
ば
、
デ
コ
ビ
ッ
ク
と
ゲ
リ
ス
（D

ek
o
v
ic
&
G
erris,

1994

）
は
、
友
だ
ち
か
ら
好
か
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
嫌
わ
れ

て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
小
学
一
、
三
、
五
年
生
の
児
童
一
二
五
名
に
対
し
て
、
こ
の
好
か
れ
て
い
る
児
童
と
嫌
わ
れ
て
い
る
児

童
と
の
間
で
、
道
徳
推
論
、
友
達
か
ら
の
「
よ
く
助
け
て
く
れ
る
」
と
い
う
評
価
、
及
び
児
童
の
向
社
会
的

２
）

行
動
の
担
任
教
員

か
ら
の
評
価
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
友
だ
ち
か
ら
好
か
れ
て
い
る
児
童
は
嫌
わ
れ
て
い
る
児
童
と
比
べ
て
、
こ
れ
ら
の
変

数
の
全
て
に
お
い
て
有
意
に
高
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
向
社
会
的
道
徳
推
論
と
ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
テ
イ
タ
ス
と
の
相

関
は
一
、
三
、
五
年
生
の
各
学
年
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
五
年
生
時
の
相
関
（r ＝

. 55,
p
＜

. 001

）
は
、
一
、
三
年
生
時
の

相
関
（
一
年：

r ＝
. 30,

p
＜
. 05

;

三
年：

r ＝
. 38,

p
＜
. 05

）
よ
り
も
強
か
っ
た
。
同
じ
く
小
学
生
を
対
象
に
し
た
ベ
ア
ー
と

ラ
イ
ズ
（B

ea
r
&
R
y
s,
1994

）
の
研
究
で
も
、
同
じ
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
が
、
幼
稚
園
児
を
対
象
と
し
た
研
究
で

は
こ
の
よ
う
な
関
係
は
見
ら
れ
ず
（E

isen
b
erg et a

l,
1988

）、
幼
児
期
に
は
、
た
と
え
高
い
道
徳
推
論
の
段
階
に
基
づ
い
て

行
動
を
す
る
児
童
が
い
た
と
し
て
も
、
周
り
の
児
童
に
そ
れ
を
理
解
・
評
価
で
き
る
ほ
ど
認
知
能
力
が
成
熟
し
て
は
い
な
い
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
・
テ
ス
ト
を
用
い
た
研
究
に
よ
れ
ば
、
学
童
期
に
お
け
る
道
徳
性
と
良
好
な
人
間
関
係
と
の
関
連
は
支

持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
調
査
法
の
性
質
上
、
研
究
の
大
半
は
学
童
期
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
成
人

期
以
降
に
つ
い
て
同
じ
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ー
ル
バ
ー
グ
は
、
道
徳
推
論
と
ソ
シ
オ
メ
ト

リ
ッ
ク
・
ス
テ
イ
タ
ス
と
の
関
係
が
一
方
向
的
な
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
お
り
（K

o
h
lb
erg

,
1984

）、
高
い
レ
ベ
ル
の
道

徳
推
論
が
ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
テ
イ
タ
ス
を
高
め
る
一
方
で
、
友
だ
ち
と
の
交
流
が
道
徳
推
論
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
一
つ

の
要
因
で
も
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
良
い
人
間
関
係
が
道
徳
性
の
発
達
の
促
進
に
与
え
る
影
響
も
、
今
後
の

研
究
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
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③
幸
福
感
の
高
い
人
と
低
い
人
の
考
え
方
の
違
い

リ
ュ
ボ
ミ
ー
ス
キ
ー
は
、
数
多
く
の
実
験
を
実
施
し
、
幸
福
感
の
高
い
人
と
低
い
人
と
を
比
較
し
た
結
果
、
両
者
の
違
い
に

は
、
実
際
に
経
験
す
る
出
来
事
の
良
し
悪
し
以
上
に
、
当
人
の
認
知
の
違
い
が
大
き
く
反
映
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る

（L
y
u
b
o
m
irsk

y
,
2001

、
な
ど
）。
例
え
ば
、
大
学
生
を
対
象
に
し
た
あ
る
実
験
で
は
、
被
験
者
を
四
人
一
組
の
二
グ
ル
ー
プ

で
ゲ
ー
ム
を
競
わ
せ
た
後
で
、
グ
ル
ー
プ
の
勝
敗
と
グ
ル
ー
プ
内
で
の
個
人
成
績
を
伝
え
、
そ
の
後
の
気
分
を
測
定
し
て
い
る

が
、
幸
福
感
の
高
い
人
は
グ
ル
ー
プ
の
勝
敗
に
よ
っ
て
気
分
が
良
く
な
っ
た
り
悪
く
な
る
の
に
対
し
て
、
幸
福
感
の
低
い
人

は
、
グ
ル
ー
プ
の
中
に
お
け
る
自
分
の
成
績
が
そ
の
後
の
気
分
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（L
y
u
b
o
m
irsk

y
,
T
u
ck
er,

a
n
d K

a
sri,

F
.,
2001

）。
こ
の
研
究
で
は
、
特
に
道
徳
性
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

幸
福
感
の
低
い
人
の
気
分
が
グ
ル
ー
プ
の
勝
敗
よ
り
も
個
人
の
成
績
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
の
は
、
道
徳
性
発
達
理
論
に
お
い

て
低
い
レ
ベ
ル
の
特
徴
で
あ
る
自
己
中
心
性
と
関
連
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
他
の
実
験
で
も
、
過
去
の
経
験
や
架
空
の
話
を
想
起
さ
せ
た
場
合
に
、
幸
福
感
の
高
い
人
は
そ
の
出
来
事
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
側
面
に
注
目
す
る
の
に
対
し
て
、
幸
福
感
の
低
い
人
は
、
想
起
し
た
出
来
事
が
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
部
分
に
つ
い
て
言
及
し
た
り
（L

y
u
b
o
m
irsk

y a
n
d T

u
ck
er,

1998

）、
ま
た
見
知
ら
ぬ
人
へ
の
第
一
印
象
も
、
幸
福

感
の
高
い
人
は
、
低
い
人
に
比
べ
て
、
見
知
ら
ぬ
人
へ
好
意
的
な
印
象
を
持
ち
、
そ
の
人
と
「
親
し
く
な
り
た
い
」
と
回
答
し

て
い
る
（L
y
u
b
o
m
irsk

y
,
2001

）
が
、
こ
の
よ
う
な
認
知
の
違
い
と
道
徳
性
と
の
関
わ
り
も
今
後
の
研
究
の
課
題
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
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七
、
終
わ
り
に

本
稿
で
は
心
理
学
の
研
究
を
中
心
に
、
幸
福
感
と
そ
の
要
因
と
し
て
の
人
間
関
係
に
関
す
る
研
究
を
概
観
し
、
今
後
の
研
究

課
題
の
一
つ
と
し
て
、
幸
福
感
と
道
徳
性
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
よ
り
、
個
人
の
人
間
関
係
が

幸
福
感
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
、
ど
の
よ
う
な
人
間
関
係
を
築
く

の
か
と
い
う
交
流
の
内
容
や
、
他
者
や
他
者
と
の
交
流
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
と
い
う
認
知
の
仕
方
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

研
究
に
期
す
る
部
分
は
依
然
と
し
て
大
き
い
。
し
か
し
、
人
間
関
係
と
幸
福
感
と
の
強
い
関
わ
り
は
、
人
間
関
係
を
媒
介
要
因

と
し
た
道
徳
性
と
幸
福
感
と
の
因
果
関
係
の
見
通
し
を
明
る
く
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

安
倍
政
権
下
の
教
育
再
生
会
議
で
は
、
教
科
化
を
含
む
道
徳
教
育
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
た
が
、
こ
の
背
景
に
は
、
児
童
の

規
範
意
識
の
低
下
や
い
じ
め
・
学
級
崩
壊
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
児
童
に
限
ら
ず
、
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
と
呼

ば
れ
る
自
己
中
心
的
な
保
護
者
の
問
題
や
、
建
築
物
の
耐
震
強
度
や
食
品
の
賞
味
期
限
な
ど
の
偽
装
問
題
、
等
の
社
会
問
題
が

報
道
さ
れ
る
際
に
は
、
そ
の
原
因
と
し
て
「
モ
ラ
ル
の
低
下
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
道
徳
及

び
道
徳
教
育
の
問
題
は
、
否
定
的
な
出
来
事
と
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
幸
福
感
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
は
、
日
常
あ
ま
り
耳
に
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
正
直
者
が
馬
鹿
を
み
る
」
と
い
う
言
葉
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
道
徳
と
は
犠
牲
や
損
で
あ
る
と
い
う
固
定
観
念
を
強
く
持
つ
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
社
会
問

題
を
改
善
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
道
徳
や
道
徳
教
育
を
考
え
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
現
代
で
は
個
人
の

幸
福
感
を
高
め
る
た
め
の
道
徳
や
そ
の
教
育
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
道
徳
性
と

幸
福
感
の
研
究
の
今
後
の
展
開
に
は
期
待
さ
れ
る
も
の
が
大
き
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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注１
）

p
sy
ch
o
lo
g
ica
l w

ell
b
ein
g

は
主
観
的
幸
福
感
と
区
別
す
る

た
め
に
「
心
理
的w

ell
b
ein
g

」
と
訳
さ
れ
て
い
る
（
西
田
二
〇

〇
〇
、
な
ど
）
が
、
こ
こ
で
は
心
理
的
幸
福
感
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
。

２
）

向
社
会
的
行
動
（p

ro
so
cia
l b
eh
a
v
io
r

）
と
は
、「
報
酬
を

期
待
す
る
こ
と
な
く
、
他
者
や
集
団
を
助
け
た
り
利
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
行
動
」
で
あ
る
（E

isen
b
erg a

n
d M

u
ssen

,
1987

）。
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深
谷
昌
志
（
二
〇
〇
〇
）「
デ
ー
タ
に
見
る
思
春
期
の
子
の
友
だ
ち
づ

き
あ
い
」
児
童
心
理
八
月
号
臨
時
増
刊
『
反
抗
期
の
子
育
て
』
金
子

書
房
、
三
八
｜
四
一
。

福
永
信
義
・
柴
原
宜
幸
（
二
〇
〇
二
）

児
童
生
徒
の
日
常
的
幸
福
感

と
家
庭
・
地
域
で
の
人
間
関
係
、
敦
賀
論
叢
、
一
七
、
六
〇
｜
四

九
。
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福
岡
欣
治
・
橋
本
宰
（
二
〇
〇
四
）
高
齢
者
の
過
去
お
よ
び
現
在
の
ソ

ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
と
主
観
的
幸
福
感
の
関
係
、
静
岡
文
化
芸
術
大

学
研
究
紀
要
、
五
、
五
五
｜
六
〇
。

東
正
訓
（
二
〇
〇
五
）
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
幸
福
感
の
関
係
｜
大
学
生

を
対
象
と
し
た
相
関
分
析
、
追
手
門
学
院
大
学
心
理
学
論
集
、
一

三
、
一
三
｜
二
三
。

石
井
沙
枝
（
二
〇
〇
五
）
幸
福
感
、
孤
独
感
と
向
社
会
的
行
動
に
関
す

る
考
察
｜
幸
福
感
に
影
響
を
与
え
る
要
因
と
幸
福
感
が
行
動
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
、
青
山
心
理
学
研
究
、
五
（
別
冊
）
一
｜
四
。

伊
藤
正
哉
・
小
玉
正
博
（
二
〇
〇
五
）
自
分
ら
し
く
あ
る
感
覚
（
本
来

感
）
と
自
尊
感
情
がw

ell
b
ein
g

に
及
ぼ
す
影
響
の
検
討
、
教
育

心
理
学
研
究
、
五
三
、
七
四
｜
八
五
。

K
o
h
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erg

,
L
.
1984

）E
ssays in m
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en
t:
V
ol.
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.

S
a
n F
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n
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:
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er
&
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o
w
.

L
y
u
b
o
m
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y
,
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.

（2001
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.
A
m
erican

 
P
sych

ologist,
56(3),

239-249.

L
y
u
b
o
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irsk

y
,
S
.
a
n
d T

u
ck
er,

K
.
L
.
1998
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p
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f

 
in
d
iv
id
u
a
l d
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e h
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,
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d
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k
in
g
 
a
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u
t life

 
ev
en
ts.

M
otivation

 
an
d
 
E
m
otion

22(2),
155-186.

L
y
u
b
o
m
irsk

y
,
S
.,
T
u
ck
er,

K
.
L
.,
a
n
d
 
K
a
sri,

F
.
2001

）

R
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o
n
ses to
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n
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n
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le.

E
u
ropean

 
Jou

r-

n
al of S

ocial P
sych

ology
,
31,

511-535.

森
田
薫
（
二
〇
〇
三
）
青
年
期
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
と
主

観
的
幸
福
感
と
の
関
連
、
九
州
大
学
心
理
学
研
究
、
四
、
一
六
七
｜

一
七
五
。

西
隅
良
子
（
二
〇
〇
二
）「
こ
の
人
が
幸
せ
な
ら
私
は
幸
せ
」
か

：

他
者
と
の
関
係
性
に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
主
観
的
幸
福
感
、
日
本
教

育
心
理
学
会
大
会
発
表
論
文
集
、
九
一
。

西
田
裕
紀
子
（
二
〇
〇
〇
）
成
人
女
性
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

心
理
的w

ell
b
ein
g

に
関
す
る
研
究
、
教
育
心
理
学
研
究
、
四
八
、

四
三
三
｜
四
四
三
。

R
y
a
n
,
R
.
M
.,
&
D
eci,

E
.
L
.
2001
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n h

a
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u
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n
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n
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d
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b
ein
g
.
A
n
n
u
al R

eview
 
of P

sych
ology

,
53,

141-166.

R
y
ff,
C
.
D
.
1989

）H
a
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g
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x
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-
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n
s o

n
 
th
e
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.

Jou
rn
al of P

erson
ality an

d
 
S
ocial P

sych
ology

,
57,

1069-

1081.
斉
藤
栄
・
海
塚
敏
郎
（
二
〇
〇
一
）
青
年
期
に
お
け
る
幸
福
感
の
構
造

に
つ
い
て
の
一
考
察
、
広
島
修
大
論
集
、
四
一

二
）、
三
四
九
｜
三

五
八
。

瀧
澤
透
・
名
嘉
幸
一
・
和
気
則
江
・
渡
辺
直
樹
・
田
口
学
（
二
〇
〇

幸福感と人間関係



三
）
高
齢
者
の
主
観
的
幸
福
感
に
与
え
る
環
境
要
因
に
つ
い
て
、
女

性
心
身
医
学
、
八
、
四
七
頁
。

山
崎
幸
子
（
二
〇
〇
五
）
高
齢
者
の
主
観
的
幸
福
感
に
及
ぼ
す
社
会
関

係
の
影
響
、
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
研
究
、
一
八
、
四
六
。
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